事　務　事　業　執　行　概　要

健康医療分野においては、団塊の世代が75歳以上になる平成37年（2025年）に向けて高齢化が進み、医療ニーズが急増すると予想されている。また、健康づくり、感染症対策、食の安全安心、水道等の衛生対策など、健康をとりまく課題への府民の関心は高く、府民の生命と健康を守る各施策の一層の充実が求められている。
　こうした状況を受け、府民一人ひとりが生涯を通じていきいきと暮らせるよう、本府の地域特性を踏まえながら、「成長と安全・安心のよき循環」による「豊かな大阪」の実現をめざし、地域医療の充実確保、健康づくりの推進、地域保健・感染症対策、薬や食品の安全性確保、生活衛生の維持向上などの施策の推進に努めた。中でも、府民の生命に直結する「効果的・効率的な医療の提供（地域医療構想の推進）」、地域と職域における健康づくりの展開による「健康寿命の延伸」、それぞれのライフステージにおける「生涯を通じた「こころの健康問題」への対応力向上」の３項目を重点的に取り組んだ。
「効果的・効率的な医療の提供（地域医療構想の推進）」では、病床機能報告について、医療機関の報告義務履行の徹底及び的確な実態把握に努めるとともに、病床機能転換補助金についての説明会・個別相談を実施することで、医療機関の自主的な取組みを支援した。また、医療関係団体等と連携し、在宅医療コーディネータ等の計画的な展開や、研修を実施するなど在宅医療推進体制の整備を進めるとともに、訪問看護ステーションの機能強化・規模拡大の支援事業の立ち上げにより、訪問看護の基盤強化を図った。さらに、「大阪府勤務環境改善セルフチェックシート」を作成し、府内すべての病院に対し勤務環境改善に意識を向ける取組みを実施するとともに、院内保育所整備の支援などに取り組んだ。
「健康寿命の延伸」では、特定健診や医療費のデータ分析をもとに、健康課題を明確にし、各保険者や市町村等へフィードバックに取り組むとともに、糖尿病のリスクについて府民への情報発信を行い、啓発を図った。また、健康マイレージ事業について、府民の健康づくりのきっかけができるよう、インセンティブを活かした取組みを進めた。さらに、保険者や民間企業等との連携のもと、健康経営セミナーを通じて、健康経営の実践を働きかけるとともに、職場等において優れた健康づくりに取り組む企業・団体を表彰する「健康づくりアワード」を通じて、具体的な取組み事例の掘起しと情報発信を行った。
「生涯を通じた「こころの健康問題」への対応力向上」では、子ども・妊産婦、勤労者などのライフステージに応じた啓発や研修などを実施した。また、依存症の相談、人材育成のための研修、会議開催などを行うとともに、民間医療機関で薬物依存症の治療プログラムをモニター実施した。さらに、自殺対策については、電話相談の充実、自殺未遂者や自死遺族に対する相談を実施するとともに、関係機関の連携強化に努めた。その他、虐待事例に対応する職員の資質向上に努め、市町村職員や子ども家庭センターの職員との連携体制を整備した。
また、これら以外についても、医療品・医療機器等の安全性確保、食品の安全性確保、生活衛生の維持向上等、府民の生命と健康を守る健康医療分野の施策について、総合的に推進した。


